








3 競争力強化の取組方針

(1) 機能再編・地域活性化に関する基本方針

①前期の浜の活力再生広域プランの評価（成果及び課題等）

5



②今期の浜の活力再生広域プランの基本方針

・改正漁業法の施行や持続可能な漁業、資源利用に向けた資源管理の強化など、水産業は大きな変革期

を迎えているとともに、 温暖化による海洋環境の変化など、社会経済情勢、 漁業の生産販売環境が大

きく変化する中、 定置網、 底びき網、 釣・延縄漁業の「浜の活力再生プラン」に基づく府内産水産物

の生産量の増加や付加価値向上対策、採介藻・養殖等漁業におけるイワガキ等貝類の生産安定・ 価格

向上策等を引き続き実践するとともに、その効果が最大限に発揮できるよう、府内における氷供給体

制の再編整備を行い、 漁業所得の向上、 漁業経営の安定化を図る。

また、京丹後市の市場整備に続き、産地市場のIT化、 高度衛生化を進めていくとともに、府内4市

場の役割と地域に果たす機能を勘案し、 産地市場の集約·再整備へ繋げる。

・併せて、生産現場（拠点漁港）における衛生管理の向上を図るために、 海水ろ過殺菌装置を整備し、 生

産から流通の各段階における衛生管理体制の構築を図り、 安心•安全な水産物の供給に資する。

・市場の集約・再整備により、水産業の競争力強化を図ることとしているが、これを推進するためには、

府内全域で水揚げされる定置網漁業の安定的な操業が必要である。 そのため、水産資源の持続可能な

利用を図るため、 定置網にクロマグロの入網があった際には混獲を回避するための取組みを推進し、

適切な資源管理を実施する。

【氷供給体制、 鮮度保持体制強化】
•本府における氷供給体制として、 第1期広域プランで、京丹後市域の湊、 浜詰、 間人地区に砕氷自

動製氷施設を、 また間人地区に殺菌冷海水装置を整備し、 同市域の水揚げ現場での高鮮度出荷体制

を整備し、 漁業経営の安定・向上を囮った。

•第2期広域プランでは、 伊根町内の生産拠点である伊根、 蒲入の2地区と宮津市養老地区に砕氷自
動製氷施設を整備し、 伊根町及び宮津市内での安定した氷の供給体制の確立を図る。 なお、 これら

施設の整備後に、 漁協伊根支所の角氷製氷施設は廃止する。
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(2)中核的担い手の育成に関する基本方針

①前期の浜の活力再生広域プランの評価（成果及び課題等）

②今期の浜の活力再生広域プランの基本方針

●府漁業、 漁村 の将来を担う中核的人材の育成

・現在、 京都府漁業者育成校「海の民学舎」により、 新規就業者の確保育成とともに、 学舎修了生など

若手漁業者等の経営力を高める取組みが行われており、 今後も、 これら取組みを強化、 継続し、 将来

の府漁業、漁村を担う中核的な人材育成に努めていくとともに、地域での受入及び支援体制の拡充を

図っていく必要がある。

・大型定置網、 底びき網、 釣・延縄漁業を強

化・改革を進めるべき主な漁業と定め、 当

該漁業が持続的維持•発展していく方策を

検討するとともに、 それら漁業を将来にわ

たり担う人材を育成する。

・なお、 漁業経営に関する意識が高く、 リ ー

ダーカ・ マネ ー ジメントカのある志の高い

意欲ある漁業者の育成に努めていくととも

に、 関係機関で連携し、 研修修了後の組合

員資格の取得や住居斡旋、 後見人設置など

漁村定住に向けた支援を行う。

・当広域委員 会は、 これら担い手 の育成に必要な研修等の実施、 漁船・漁具等の導入推進、 高付加価

値化や資源管理などの取組みに対する支援を積極的に行う。

［ 海の民学舎生の漁業就集モデル ） 丑9
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一
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